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三本締め

乾杯！

名塩良一郎同窓会副会長

本学初のプロ野球選手
川越誠司さん

支部旗披露

見事「台湾旅行」をビンゴ！！

フリーフォームレス
ジャズオーケストラカントリー＆ウエスタン研究会OB

「ライクリーフェイセス」

応援団によるエールで学生歌を斉唱

　

平
成
27
年
度
「
同
窓
の
夕
べ
」（
総
会
・
懇
親
会
）

が
10
月
24
日
（
土
）
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
道

内
外
か
ら
の
同
窓
生
・
学
園
・
大
学
関
係
者

8
0
0
名
以
上
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
名
塩
良
一
郎
副
会
長
の
挨
拶
、
木
村

和
範
学
長
の
祝
辞
、
髙
田
哲
也
事
務
局
長
よ
り
事

業
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
く
支
部

と
し
て
認
め
ら
れ
た
札
幌
南
区
支
部
の
五
味
川
博

都
志
支
部
長
へ
名
塩
良
一
郎
副
会
長
よ
り
支
部
旗

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
本
学
初
の
プ
ロ
野
球
選
手
で
西

部
ラ
イ
オ
ン
ズ
よ
り
ド
ラ
フ
ト
2
位
指
名
の
川
越

誠
司
さ
ん
（
経
済
学
部
4
年
）
へ
の
花
束
贈
呈
と

紹
介
、現
役
学
生
の
「
フ
リ
ー
フ
ォ
ー
ム
レ
ス
ジ
ャ

ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」、
カ
ン
ト
リ
ー
＆
ウ
エ
ス
タ

ン
研
究
会
O
B
「
ラ
イ
ク
リ
ー
フ
ェ
イ
セ
ス
」
の

演
奏
が
会
場
を
沸
か
せ
、
恒
例
の
「
学
園
グ
レ
イ

ト
ビ
ン
ゴ
」
で
は
、
今
年
度
も
特
賞
の
ペ
ア
海
外

旅
行
な
ど
豪
華
な
景
品
が
提
供
さ
れ
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

最
後
は
、現
役
応
援
団
長
の
石
井
詩
朗
さ
ん
（
人

文
学
部
4
年
）
の
エ
ー
ル
に
よ
り
学
生
歌
を
全
員

で
歌
い
、
関
寛
副
会
長
の
三
本
締
め
で
来
年
の
再

会
を
約
し
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
は

10
月
29
日
（
土
）
午
後
6
時
よ
り

札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
す
。

～
今
年
も
一
期
一
会
の
ひ
と
と
き
を
～

「
同
窓
の
夕
べ
」

総
会
・
懇
親
会

平
成
27
年
度
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ク
ジ
運
の
な
い
人
生
な
の
で
、
1
番
に
な
っ
た
瞬

間
は
頭
が
真
っ
白
に
な
り
、
ド
ッ
キ
リ
で
は
な
い
か

と
疑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
尊
敬
す
る
先
輩
達
に
頂

い
た
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
運
が
私
の

元
へ
と
や
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
わ
ー
い
！

　
初
台
湾
は
、
一
泊
追
加
を
し
て
台
北
中
心
に
観
光

し
ま
し
た
。
W
i

-

f
i
を
借
り
忘
れ
、
地
図
を
見

な
が
ら
の
ア
ナ
ロ
グ
旅
行
で
し
た
が
、
現
地
の
方
々

と
交
流
す
る
機
会
が
増
え
、
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
士
林
夜
市
で
臭
豆
腐
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
ひ
と
つ
ま
み
口
に
入
れ
た
だ
け
で
す
が
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
味
と
な
り
ま
し
た
。
小
龍
包
、
フ
カ
ヒ

レ
と
美
味
し
い
物
を
た
く
さ
ん
食
べ
、
故
宮
博
物
院
、
龍
山
寺
、
九
份
、
台
北
1
0
1
と
、
モ
デ
ル
コ
ー

ス
の
よ
う
な
旅
を
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
主
人
が
高
齢
者
向
け
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
会
社
を
経
営
し
て
い

る
の
で
、
連
日
マ
ッ
サ
ー
ジ
店
に
通
い
、
日
本
と
の
違
い
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
龍
山
寺
で
は
チ
ア
部
の
先
輩
に
恋
愛
運
の
お
守
り
を
購
入
し
た
の
で
、効
果
が
あ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

　
こ
の
同
窓
会
は
二
回
目
の
参
加
で
し
た
。
気
に
は
な
る
け
ど
、
参
加
す
る
の
は
…
と
思
っ
て
い
る
卒
業

生
が
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
私
も
そ
の
一
人
で
し
た
。

　
で
も
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
勇
気
を
出
し
て
顔
を
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
と
て
も
優
し
く
迎
え
入

れ
て
く
れ
ま
す
。

　
私
は
北
海
学
園
大
学
を
卒
業
し
、
た
く
さ
ん
の
先
輩
・

後
輩
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
貴
重
な
財
産
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
最
後
に
、
台
湾
の
親
切
で
温
か
い
方
々
と
触
れ
合
う

こ
と
が
で
き
、
視
野
を
広
げ
る
機
会
を
く
れ
た
こ
の
旅

行
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
太
谢
谢
你
了
!!

台北101です

台湾シャンプーを体験しました

�

近
江
谷
　
亜
以
莉
　
経
済
学
部
経
営
学
科
　
平
成
18
年
卒
業

温
か
さ
に
ふ
れ
た
台
湾
旅
行

グレイトビンゴ当選者旅行記

●海外旅行（2泊3日）ペアでご招待   1本 北海学園大学同窓会
●温泉旅行（定山渓・登別・洞爺1泊2日）
� ペアでご招待   5本 北海学園大学同窓会

●折りたたみ自転車   8本 北海学園大学同窓会
●スチーム気化式加湿器（星のプロジェクター付）   1本 札幌トロフィー㈱
●空気清浄機   1本 北海学園大学同窓会
●ホームベーカリー   1本 北海学園大学同窓会
●図書カード　10,000円   1本 中西印刷㈱
●パークゴルフセット   3本 中道リース㈱
●東京ドームホテル札幌宿泊券   1本 東京ドームホテル札幌
●東京ドームホテル札幌食事券　5,000円   2本 東京ドームホテル札幌
●ホテルノースシティ食事券　5,000円   2本 ホテルノースシティ
●札幌パークホテル食事券   6本 札幌パークホテル
●やわらか毛布   2本 北海学園大学同窓会
●お手軽魚焼きパン   1本 北海学園大学同窓会
●お米券　4,000円   5本 ㈱須田製版

●掛・敷布団カバー各1枚　枕カバー2枚 各  
800本 ㈱ニトリホールディングス

●ワイン 20本 道路工業㈱

◦協　賛◦　平成27年度『同窓の夕べ』ビンゴ景品一覧 ★ビンゴ景品のご寄贈ありがとうございます

杉山　友和 氏� 平 11建
●スチーム気化式加湿器　1台

勇﨑　建夫 氏� 昭 44経
●空気清浄器　1台

大嶋　弥生 氏� 平 8法●図書カード　1万円

伊藤　　仁 氏� 昭 56経
●ホームベーカリー　1台

長谷川　勲 氏� 昭 41経
津島　　慧 氏� 昭 47建
堀内　博志 氏� 昭 52土

●パークゴルフセット　3セット

●自転車　折りたたみ　8台
小島　康次 氏�経営学部教授	
小玉　利一 氏� 昭 39経	
佐藤　　徹 氏� 平元法

野澤　聖一 氏� 平 2営	
押見　広樹 氏� 平 21営	
髙橋　純也 氏� 平 23法

猪俣　雅士 氏� 平 16営	
佃　　直人 氏� 平 25環

●温泉旅行　道内温泉1泊 2日　ペア5組

近江谷 亜以莉 氏� 平 18営

●海外旅行
　2泊3日　ペア1組
●海外旅行
　2泊3日　ペア1組

『同窓の夕べ』
ビンゴ当選者

平成27年度

●JCBギフトカード   5本 ㈱アイワード
●JCBギフトカード　3,000円   2本 ㈱遊プラン
●全国共通お食事券　2,000円   2本 ㈱遊プラン
●ミニ焼き屋台   2本 北海学園大学同窓会
●石けん・ボディーウォッシュセット   2本 北海学園大学同窓会
●ジャンプ傘   3本 北海学園大学同窓会
●『颶風の王』河﨑秋子 著　KADOKAWA刊
� 三浦綾子文学賞受賞作　サイン入り 30冊 北海学園大学同窓会

●清酒「北の錦」本醸造 12本 小林酒造㈱
●特別純米酒　まる田   6本 ジンコーポレーション㈱
●芋焼酎　海童「祝の赤」 20本 カタギリ・コーポレーション㈱
●FOTOPRO　トラベル三脚   5本 ㈱マキ商会
●キャビン　カメラポーチ   5本 ㈱マキ商会
●つみ重ねザルバッとん 10本 ㈱すぎたま
●血糖値スマートライフチョコレートミルク　
� 7箱セット 20本 ㈱ナシオ

●北海道産白いきなこ 90本 ㈱坂口製粉所
●抹茶きなこ豆 40本 ㈱坂口製粉所
●きな粉クリーミー 24本 ㈱坂口製粉所

辻　　忠和 氏� 昭 42経
五味川 博都志 氏� 昭 47法

本間　敦志 氏� 昭 56経
今野　　毅 氏� 平元営	

関　　崇博 氏� 平 10経

●ニトリホールディングス賞　掛・敷布団カバー各1枚　枕カバー2枚
出席者全員　800セット
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卒
業 

お
め
で
と
う

卒
業 

お
め
で
と
う

　

北
海
学
園
大
学
・
同
大
学
院
の
学
生
生

活
を
終
え
、
晴
れ
の
卒
業
証
書
・
学
位
記

を
手
に
新
し
く
社
会
に
雄
飛
さ
れ
る
諸
君

に
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
日
か
ら
は
北
海
学
園
大
学
同
窓
会
の
会
員
と
し
て
新
た

に
仲
間
入
り
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
若
く
実

行
力
に
富
む
皆
様
を
お
迎
え
で
き
る
こ
と
は
本
会
と
し
て
は

何
も
の
に
も
替
え
が
た
い
力
強
さ
を
感
ず
る
も
の
で
あ
り
、

心
か
ら
歓
迎
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
北
海
学
園
大
学
は
昭
和
25
年
に
北
海

短
期
大
学
と
し
て
発
足
し
、
27
年
に
は
北
海
道
に
お
け
る
最

初
の
4
年
生
の
私
立
大
学
と
し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
日

で
は
5
学
部
12
学
科
、
各
学
部
に
は
大
学
院
（
博
士
課
程
）

を
有
す
る
道
内
最
大
の
私
立
総
合
大
学
と
し
て
、
教
育
・
研

究
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
発
足
は
1
期
生
が
誕
生
す
る
昭
和
29
年
3
月
で

あ
り
ま
す
。
1
期
生
と
2
期
生
が
話
し
合
い
自
ら
の
門
出
を

祝
う
会
を
開
催
す
る
た
め
に
同
窓
会
を
創
っ
た
の
が
は
じ
ま

り
で
す
。
一
昨
年
結
成
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
同
窓
会
は
独
立
し

て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
常
に
母
校
北
海
学
園
大
学
の

発
展
と
一
体
と
な
っ
て
将
来
を
展
望
す
る
と
と
も
に
、
会
員

８
２
、0
0
0
余
名
の
ひ
と
り
ひ
と
り
が
そ
の
重
要
な
役
割

を
充
分
に
は
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
立
大
学
を
取
り
ま
く
環
境
は
、
近
年
の
長
引
く
経
済
不

況
、
そ
し
て
回
復
の
目
途
が
立
た
な
い
少
子
化
社
会
の
到
来

等
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
皆
様
を
会
員
と
し
て
迎
え
る
こ
と

は
、
大
変
力
強
い
こ
と
で
あ
り
、
社
会
人
と
し
て
の
活
躍
を

期
す
る
と
と
も
に
、
会
員
と
し
て
母
校
発
展
の
た
め
、
大
い

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
歓
迎
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

会
長 

森
本　

正
夫

新
会
員
に
期
待
す
る

卒業生の声

Q1

学
園
大
に
入
っ
て
良
か
っ
た
こ
と

Q2

大
学
で
頑
張
っ
た
こ
と

Q3

4
月
か
ら
は
…
（
進
路
等
）

Q4

あ
な
た
に
と
っ
て
「
仲
間
」
と
は
？

経済学部経済学科　笹　友理
所属ゼミ／川村ゼミ　
所属サークル等／茶道研究会

サークルやゼミで大切な友人や尊敬できる先
生に出会えたことです。色々な人達のおかげ
で、楽しい大学生活を送ることができました。

Q1

ゼミでの活動です。自分が興味を持ったことを仲間と一緒
に学ぶ楽しさや色々なことを知ろうとすることの重要性を
学びました。

Q2

公務員として働きます。働くということは簡単なことでは
ないと思いますが、精一杯頑張ります。

Q3

嬉しいことも大変なことも共有し、支え合える友人です。
今後も大切にしていきます。

Q4

経営学部経営情報学科　石崎　広樹
所属ゼミ／大平ゼミ　

月並みですが生涯の友人ができたことです。
就職で離れてしまいますが、年に一回は集ま
れる存在でありたいです。

Q1

ゼミでの活動です。ビジネスプランの作成や企業への企画
提案を通して問題解決力を身に付けることができました。

Q2

製薬会社に就職します。MR（医薬情報担当者）として病気
で苦しむ患者様により良い薬を届けるために尽力して参り
ます。

Q3

なにがあってもお互いを思いやり、助け合える存在です。Q4

法学部法律学科　本野　大幹
所属ゼミ／大滝ゼミ
所属サークル等／英語会話研究会（ESS）

公務員試験のための支援が充実していたため
非常に助かったことです。そして素晴らしい
人々に出逢えたことも貴重なものでした。

Q1

サークル活動です。初心者ながらも英語に触れる場を経験
でき、活動の中で人としての礼儀等、大切な事を学びました。

Q2

財務省財務局において働きます。予算調査や金融監督等の
業務を通して地域経済に貢献するため、日々しっかりと勉
強していきます。

Q3

辛い時に励まし合い、高め合っていける存在です。勉強期
間中、特に感じました。今後も人との繋がりは大切にして
いきます。

Q4

人文学部英米文化学科　塩見　梢
所属ゼミ／上野ゼミ

自由さが気に入っています。学業でも就職
活動でも、強制はされないけれど頑張る人
には環境が与えられる大学だと思います。

Q1

就職活動です。自主的にインターンシップに行くなどして
納得のいく成果を挙げ、第一志望先から内定を頂くことが
出来ました。

Q2

ブライダル業界でプランニングします。3年後までに支配
人になり、幹部として自分のやりたいことをやり遂げます。

Q3

好きって思った人は皆仲間です。互いの人生を共に豊かに
してくれる人を仲間と呼びたいです。

Q4

工学部生命工学科　小川　卓也
所属ゼミ／新沼研究室
所属サークル等／弓道部

学生生活を支援する体制が充実しているこ
とです。一期生としての悩みや不安があり
ましたが、充実した4年間を過ごせました。

Q1

弓道部での活動です。練習環境に不備がある中仲間と切磋
琢磨して稽古に励み最後の大会で優秀賞を受賞したことは
一生の思い出です。

Q2

建設コンサル技術者として国民の生命と財産を守るため多
様なまちづくり計画の選択肢を提示し様々な社会資本整備
に取り組みます。

Q3

第二の家族です。多くの喜怒哀楽を共にし、互いに成長で
きたと思います。仲間と過ごした時間はかけがえのない財
産となりました。

Q4

大学院工学研究科建設工学専攻　中村　紘喜
所属ゼミ／�都市・地域計画研究室�

（鈴木聡士研究室）

尊敬する恩師や苦楽を笑いあえる友人に出
会えたことです。また、新学科の学生との交
流は自身の視野を広げる良い体験でした。

Q1

研究生活です。学会発表で優秀発表賞を頂いたときは、自
身の成果が認められた喜びと、大きな自信を得ることがで
きました。

Q2

株式会社ドーコンで、自然環境調査業務に携わります。豊
かな自然と便利な暮らしが共存する社会の一助となるよう
頑張ります。

Q3

どんなに環境が変化しても、会えば出会った当時と同じ空
気に戻ることができる、かけがえのない存在です。

Q4
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学食deランチ

北海マルシェ
学園大OBによる産直野菜・果物即売会

 ホームカミングデー
2015年10月10日（土）

第8回ホームカミングデーが、10月10日（土）に大学と共催で開催され「学園かえるカフェ」・
「無料カイロ施術」・「北海マルシェ」などの催しに200名以上の方が参加しました。

第8回

～羊飼い、ときどき、作家～
第3回 学園かえるカフェ

　2014 年『颶風の王』で三浦綾子文学賞を受賞さ
れた河﨑秋子さん（経済学部卒業）の講演会を開催
しました。創作の源や羊飼いとの両立、進行役の樽
見弘紀法学部教授、田中綾人文学部教授、古林英一
経済学部教授とのトークショー、参加者からの質問
などで盛り上がり、終了後は受賞作の販売サイン会、
また、三浦文学全国移動展 －三浦綾子記念文学館
所蔵物展示－ も同時開催されました。

毎年大人気のカイロ施術！
疲れた身体が癒されます。
日本カイロプラクティックドク
ター専門学院札幌校の生徒さ
んの協力により今年も待ち時
間が出るほどの盛況でした。

毎年大人気のカイロ施術！
疲れた身体が癒されます。
日本カイロプラクティックドク
ター専門学院札幌校の生徒さ
んの協力により今年も待ち時
間が出るほどの盛況でした。

季節を感じさせる作品や
ほのぼのとした家族写真に
来場者は見入っていました。

季節を感じさせる作品や
ほのぼのとした家族写真に
来場者は見入っていました。

朝採りした江別産の野菜と
余市産の旬の果物を市価
よりも安く提供しました。
また、お買い上げの方に豪
華景品が当たるくじ引きの
チャンスが
ありました！

朝採りした江別産の野菜と
余市産の旬の果物を市価
よりも安く提供しました。
また、お買い上げの方に豪
華景品が当たるくじ引きの
チャンスが
ありました！

無料カイロ施術

写真部OB会 写真展

思い出話が
盛り上がる
ランチタイム！
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平成28年度一般入試とセンター試験利用入試（Ⅰ期）の
合格発表について
　平成28年2月24日（水）一般入試とセンター
試験利用入試Ⅰ期の合格発表が行われました。
ほぼ昨年並みの合格者でした。午前10時の発
表には受験生や家族が訪れ、恒例のアメリカ
ンフットボール部の学生たちによる胴上げが
見られ、祝福の拍手に沸きました。

全国の進学状況について
　全国の18歳人口は、1992年度の205万人から2014年度の118.1万人と約
20年間で4割以上減少しています。2015年度は120万人と前年比約1.6％の
増加、2016年度は119万人（前年比99.2％、前々年比100.8％）と若干ですが
減少しています。北海道の18歳人口は、2014年度4.9万人、2015年度4.9万
人、2016年度4.8万人と推移し、今年度は前年比、前々年比とも98.0％です。
北海道の減少は全国のそれより大きい状況です。
　大学・短大への志願者は、1992年度入試をピークに減少し、ここ数年は
75万人前後で推移しています。大学の入学定員は約65万人とピーク時から
ほとんど変化しておらず、近年は大学・短大全体での受験戦争が緩和される
傾向になっています。
　2016年度大学入試センター試験志願者数は全国で563,768人（2015年度
559,132人）であり、前年差＋4,636人、前年比100.8％と増加しています。
また、大学入試センター試験の現役志願率（センター入試現役志願者数/新規
高卒者数）は、2015年度より0.9％上昇して43.4％と過去最高値となりまし
た。北海道の2016年度大学入試センター試験志願者数は18,771人（前年差
＋72人、前年比100.4％）で、ほぼ昨年並みです。

本学の入試状況について
　本学の2016年度入試の志願者数（表1参照）は、一般入試の1部・2部合計
で3,988人、昨年比100.8％（33人増）。1部・2部別では、1部の志願者数は3,571
人、昨年比97.0％（110人減）。同様に2部はいずれの学部でも志願者数を伸
ばし、合計で417人、152.2％（143人増）と大幅に増加しています。今年度の
志願者数の減少分は1部（昼間部）の志願者であり、特に北海道の18歳人口や
大学入試志願者数が減少し、経済状況の厳しさから国公立大学志向の強まり

表1　平成28年度入試一般入試・センター試験利用入試（Ⅱ期を除く）入試状況

一般入試

学部・学科 募集人員
（人）

志願者数（人） 合格者数（人）
平成26年度 平成27年度 平成28年度 前年比（人） 前年比（％） 平成28年度

1
部

経済学部（経済学科・地域経済学科） 160 1,268 1,160 1,155 －5 99.6 487
経営学科 80 458 478 510 32 106.7 190
経営情報学科 70 293 324 351 27 108.3 155
法学部（法律学科・政治学科） 130 780 806 749 －57 92.9 361
日本文化学科 52 267 231 203 －28 87.9 98
英米文化学科 49 245 254 201 －53 79.1 100
社会環境工学科 23 78 92 87 －5 94.5 53
建築学科 20 98 130 159 29 122.3 71
電子情報工学科 35 106 118 102 －16 86.4 74
生命工学科 30 79 88 54 －34 61.4 48

1 部計 3,672 3,681 3,571 －110 97.0 1,637

2
部

経済学部（経済学科・地域経済学科） 42 128 107 151 44 141.1 96
経営学科 43 98 44 76 32 172.7 47
法学部（法律学科・政治学科） 72 102 87 134 47 142.1 114
日本文化学科 14 33 20 32 12 160.0 23
英米文化学科 11 22 16 24 8 150.0 22

2 部計 383 274 417 143 152.2 302
合計 4,055 3,955 3,988 33 100.8 1,939

センター試験利用入試（Ⅰ期）

学部・学科 募集人員
（人）

志願者数（人） 合格者数（人）
平成26年度 平成27年度 平成28年度 前年比（人） 前年比（％）平成28年度

1
部

経済学部（経済学科・地域経済学科） 30 309 310 261 －49 84.2 105
経営学科 22 313 306 280 －26 91.5 178
経営情報学科 19 211 196 257 61 131.1 146
法学部（法律学科・政治学科） 30 338 347 264 －83 76.1 168
日本文化学科 12 142 122 200 78 163.9 145
英米文化学科 12 171 141 156 15 110.6 136
社会環境工学科 10 149 143 134 －9 93.7 97
建築学科 12 188 206 185 －21 89.8 94
電子情報工学科 10 172 221 177 －44 80.1 152
生命工学科 12 103 102 81 －21 79.4 76

1 部計 2,096 2,094 1,995 －99 95.3 1,297

一般入試・センター試験利用入試　合計 6,151 6,049 5,983 －66 98.9 3,236

※経済学部・法学部は学部単位で出願です。　　※ 2 部合格者数、第 2 志望合格者含まず。

表2　平成28年度オープンキャンパス

開催日 受付時間 開催時間

第 1 回 6 ／ 26（日）

12：00 ～ 12：30 ～ 16：00第 2 回 8 ／ 7（日）～ 8（月）

第 3 回 9 ／ 25（日）

夜間部（2 部） 9 ／ 24（土） 17：30 ～ 18：00 ～ 19：30

＊�大学説明会・学部説明会・模擬講義・学生スタッフ相談・学内ツアー・お住まい相
談など実施

表3　平成28年度ミニオープンキャンパス（地方開催）

開催日 会場 受付時間 開催時間

  10 ／ 1（土） 旭川（旭川北洋ビル）

13：30 ～ 14：00 ～ 16：3010 ／ 15（土） 帯広（とかち館）

10 ／ 22（土） 函館（函館北洋ビル）

＊大学説明会・学部相談・推薦入試講座など実施
＊翌日の日曜日は、在学生の保護者懇談会が開催されます。

表4　青函フェア（東北学院大学との合同相談会）

開催日 会場 受付時間 開催時間

6 ／ 30（木） 函館（ホテル法華クラブ函館） 14：30 ～ 15：00 ～ 18：30

7 ／ 2（土） 青森（ねぶたの家ワ・ラッセ） 10：30 ～ 11：00 ～ 16：00

＊個別相談（入試・在学生懇談）・写真パネル展示など実施

入試課長　西 村　元入試動向について2016（平成28）年度

や受験校数の絞り込みが一層顕著に現れました。1部において、昨年より志
願者数が増加したのは、経営学部経営学科と経営情報学科、工学部建築学科
です。一方、2割以上減少したのは、人文学部英米文化学科（79.1％）と工学
部生命工学科（61.4％）です。志願者の確保が困難な状況でした。一方、2部（夜
間部）は143人、増加しました。社会人や学び直しの方を含め、意欲のある学
生に入学してもらうために、2部（夜間部）対象の説明会を開催したことが功を
奏したといえます。
　また、センター利用入試Ⅰ期の志願者は、全体で1,995人となり、昨年比
95.3％（99人減）となりました。内訳を見ると、経済学部で対前年比84.2％、
経営学部で106.9％、法学部で76.1％、人文学部で135.8％、工学部で
85.8％となっています。今年度のセンター入試は、昨年度と比較して5教科7
科目文系型で平均点が5点以上アップ、5教科7科目理系型で平均点が5点ダウ
ンしました。このセンター試験の平均値に加え、近年の受験生が安全志向で
あること、道内経済状況が緩やかに持ち直してはいるもののまだまだ厳しい状
況であること、そして本学受験生は、国公立大学との併願が多く、文系では
小樽商科大学・北海道教育大学、理系では室蘭工業大学・北見工業大学と合
格ラインが重なり、本学合格者の手続に少なからず影響が出ると思われます。
　このような1部（昼間部）の減少は、18歳人口の減少もありますが、高校で
の進学指導の国公立志向が鮮明となっており、道内外の国公立大学の強力な
募集活動の影響があります。また、道外大学の札幌への地方試験会場の設置
数は年々増加しています（今年度75校）。さらにインターネット出願を行う大
学が増えてきており、全国で80の大学で導入（道内でも6大学が導入）し、入
試の多様化とも相俟って、道外への進学者数の割合は高留まり傾向にあり、
具体的には2013年30.8％、2014年30.9％、2015年度31.7％となっており、
道外大規模私立大学の影響は大きいといえます。
　本学と競合する道内外の国立大学の動向は、北海道教育大学では札幌・旭
川・釧路校の教員養成学科の個別入試で小論文を廃止、国語・数学・英語な
どに科目を変更するとともに一部で募集人員の変更、弘前大学では人文学部
と教育学部の入学定員を減らし、代わりに理工学部と農学生命科学部の定員
を増加しています。また、本年度より文部科学省による入学定員管理が厳格
化し、本学でも入学定員の見直しが行われています。これに伴い、本学では
入学者数が減少するものと予測されます。
　前述したように、道内の18歳人口の減少は全国の減少より大きく、より良い
学生を少しでも多く確保したい道内の大学にとって非常に厳しい状況です。本

学では、推薦入試の比率が他大学に比べて低く、一般入試・セ
ンター試験利用入試ともレベルの高い入学試験が行われており
ます。この厳しい入学試験を経た向学心旺盛な学生が多数入学
してきます。より一層、教育内容の充実を図からねばなりません。
　本学では、受験生自身が「大学で何を学びたいか」、「将来何
を目指したいのか」など、目標・目的をもって進学してもらうた
めに、オープンキャンパス（表2参照）、ミニオープンキャンパ
ス（表3参照）、各高校での出前講義・説明会、各地における相
談会等を積極的に開催しております。2部（夜間部）対象の相談
会では、社会人や学び直しを考えている方への説明を行います。
また、東北学院大学との「青函フェア」（表4参照）は、2年目を迎
え東北地区と渡島地区の方へ合同相談会を行います。是非、参
加していただきたいと思います。
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就職戦線
キャリア支援センター事務長

吉村　武彦

公務員・教員登録状況 （2016年2月現在）
2016年／3月
卒業（人）

2015年／3月
卒業（人）

国家公務員一般職 89 52

国税専門官 30 29

労働基準監督官 1

財務専門官 5 2

裁判所職員一般 6 5

皇宮護衛官（大卒程度） 1 1

自衛隊幹部候補生 5 3

自衛隊一般曹候補生 7

北海道職員

一般行政 39 30

教育行政 22 4

技術系 11 5

警察行政 33 30

小中学校事務 4

北海道警察
男性 60 74

女性 7 15

警視庁警察官 16 7

その他警察官 2

札幌市

行政 33 24

技術系 10 5

学校事務 6 2

福祉 1

消防 10 15

その他市町村 82 100

その他　※ 79 73

小計（公務員） 548 487

公立学校教員 11 5

総計 559 492

※国立大学等独立行政法人、東京消防庁など

学部別男女別内訳 （2016年2月現在）
経済学部 経営学部 法学部 人文学部 工学部 合計（人）

Ⅰ部
男子 164 108 137 59 171 639

女子 65 102 71 108 25 371

Ⅰ部計 229 210 208 167 196 1,010

Ⅱ部
男子 51 27 58 16 152

女子 11 12 24 15 62

Ⅱ部計 62 39 82 31 214

合計 219 249 290 198 196 1,224

公務員試験直前ガイダンスインターンシップマナー講座

　昨年 3月の卒業生の最終的な内定率は 89.4％となり、

過去 10年において最も高い数値でした。これは、景気安

定による企業の採用意欲の向上と学生たちの努力の結果で

あるとともに、皆さまのご協力の賜物であります。この場

をお借りして御礼申し上げます。

　さて、この 3月の卒業生に対する企業の採用活動時期が

変わり、採用に係る情報の公開が 3年次の 3月 1日から、

選考活動が 4年次の 8月 1日からと示されましたが、多く

の中堅・中小企業では採用情報の公開後間もなくから選考

活動が開始されました。キャリア支援センターでは、早期

から学生たちへこのことを含めた情報を提供するととも

に、各種セミナーやイベント等も開催してまいりました。

このような環境変化の中、多くの学生たちが就職活動に挑

んでおりましたので、内定率の数値も高まるものと期待し

ております。

　しかしながら、この 4月からの 4年生（現 3年生）に対

する企業の採用活動時期が再び変更され、選考活動の開始

時期が 4年次の 6月 1日からとする旨の発表が日本経済団

体連合会からありました。因って、講義期間中に大手企業

が選考活動を開始することになりますが、キャリア支援セ

ンターとしましては、更に支援の強化・充実を図ってまい

ります。

　一方、公務員登録状況を見ますと、採用枠を増やした官

庁・自治体もありましたが、学生たちの日頃の努力の成果

が現れてきております。今後においても、現状に甘んずる

ことなく、民間企業希望者への支援と同様に公務員希望者

への支援も強化してまいります。

　最後になりましたが、就職活動をする学生たちにとりま

して、既に社会で活躍されているOB・OGの方々の存在

が重要度を増してきております。本学卒業生の皆様におか

れましては、後輩たちへの就職支援につきまして、今後と

もご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。
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進
事
業
」

を
2
月
末
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

時
間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
I
C
T
を
活
用
し
東
京
で
の
仕

事
を
地
方
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

で
行
う
実
証
実
験
で
あ
り
、
地
方
へ

の
人
と
仕
事
の
誘
致
、
つ
ま
り
交
流

人
口
の
拡
大
と
経
済
の
活
性
化
を
実

現
す
る
と
い
う
、
地
方
創
生
の
取
り

組
み
を
先
駆
的
に
行
っ
た
も
の
で

す
。
引
き
続
き
都
市
部
と
地
方
の
新

し
い
働
き
方
、
新
し
い
仕
組
み
づ
く

り
を
よ
り
早
く
取
り
入
れ
、
地
域
経

済
の
発
展
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

■�

北
海
学
園
大
学
出
身
の

　
首
長
と
の
絆
に
つ
い
て

　

今
、
地
方
を
取
り
巻
く
状
勢
は
人

口
減
少
問
題
を
は
じ
め
と
し
た
多
く

の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を

解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
自
治
体
間

■�

市
長
に
就
任
さ
れ
て

　
約
5
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、

　
現
在
の
ご
感
想
は
？

　

昨
年
8
月
に
前
市
長
が
急
逝
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
市
長
選
挙
に
地
元
経

済
界
の
方
々
か
ら
の
出
馬
要
請
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
大
役
を
受
け

る
こ
と
に
大
変
悩
み
ま
し
た
が
、
北

見
の
た
め
に
力
を
尽
く
す
の
が
私
の

務
め
と
思
い
、
告
示
の
4
日
前
で
し

た
が
、
市
の
特
別
職
を
辞
職
し
出
馬

表
明
し
ま
し
た
。
就
任
か
ら
5
カ
月

が
経
過
し
、
山
積
す
る
行
政
課
題
へ

の
対
応
な
ど
で
忙
し
い
日
々
が
続
い

て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
市
民
の
負
託

に
応
え
、
経
済
の
活
性
化
な
ど
に
よ

り
地
域
振
興
を
推
進
す
べ
く
、
誠
心

誠
意
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

■�

学
校
法
人
北
海
学
園
が
経
営
し
て

い
る
北
見
大
学
が
昭
和
52
年
に
開

設
さ
れ
、
平
成
18
年
に
北
海
商
科

大
学
と
し
て
札
幌
へ
校
地
移
転
し

ま
し
た
。
北
見
市
で
は
現
在
体
育

館
を
市
民
に
開
放
し
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
今
後
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の

利
用
方
法
等
に
つ
い
て
お
話
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

学
校
法
人
北
海
学
園
の
ご
厚
意
に

よ
り
平
成
20
年
8
月
か
ら
体
育
施
設

を
市
民
に
開
放
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

O
B
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

北
見
市
長

	

辻
　
直
孝
さ
ん

（
昭
和
51
年
・
経
済
学
部
卒
）

　

2
0
1
5
年
9
月
27
日
の
北
見
市
長
選
挙
に
お
い
て
、

北
海
学
園
大
学
O
B
の
辻
直
孝
さ
ん
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。
道
内
各
地
で
多
く
の
本
学
出
身
の
首
長
が
活
躍
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
ま
た
一
人
新
し
く
同
窓
生
が

加
わ
り
ま
し
た
。
市
長
と
し
て
、
O
B
と
し
て
お
お
い
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
方
が
輝
く
時
代
に
向
け
て
、

の
連
携
強
化
が
重
要
で
す
。
首
長
と

し
て
の
経
験
が
少
な
い
私
に
と
っ
て

は
、
本
学
出
身
者
と
し
て
親
し
み
を

持
っ
て
話
し
合
え
る
当
市
近
隣
の
遠

軽
町
長
の
佐
々
木
修
一
（
昭
和
56
年
・

経
済
学
部
卒
）
さ
ん
や
訓
子
府
町
長

の
菊
池
一
春
（
昭
和
45
年
・
経
済
学

部
卒
）
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
多
く

の
O
B
首
長
の
存
在
は
大
変
心
強
い

で
す
。
今
後
も
よ
り
一
層
絆
を
深
め

て
、
共
に
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
で

き
る
よ
う
、
連
携
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

■�

北
見
市
政
に
か
け
る

　
街
の
将
来
像
に
つ
い
て

　

当
市
は
本
年
3
月
5
日
で
合
併

10
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
本

年
2
月
末
に
策
定
し
た
地
方
創
生

に
向
け
て
の
総
合
戦
略
を
ベ
ー
ス
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■プロフィール

氏　　名　辻　直孝（つじ　なおたか）

生年月日　1953（昭和 28）年 7月 15日

略　　歴
	 北海学園大学　経済学部卒業
	 昭和51年5月　北見市役所奉職
	 平成18年5月　企画財政部参事
	 平成19年9月　企業局長
	 平成21年4月　社会教育部長
	 平成22年2月　議会事務局長
	 平成25年4月　常呂自治区長
	 平成27年9月　北見市長就任
　　　　　　　　　　　　（現在1期目）

信　　条　「誠心誠意」

家族構成　妻と二女

趣　　味　読書、温泉巡り

尊敬する人　両親

好きな食べ物　焼肉、ホタテ

北見市：平成18年3月に旧北見市・
端野町・常呂町・留辺蘂町の1市 3
町が合併し、全国で4位、道内では
最大の面積を誇る新「北見市」とし
て誕生。今月5日で合併10周年の
節目を迎えた。

　東西に延びる道路の総延長は、東はオホーツク海沿岸
から西は大雪山国立公園・石北峠まで、東京駅から箱根ま
での距離に相当する約110kmで、豊かな自然環境や多彩
な地域資源、高い日照率と肥沃な大地に育まれた生産量
日本一の「玉ねぎ」、「白花豆」をはじめ、サロマ湖とオホー
ツク海の豊かな漁場で育てられた「牡蠣」や日本有数の

漁獲量を誇る「ホ
タテ」など、豊
かな農水産資源
に恵まれた第一
次産業を基幹産
業としたまち。
　また、全道一
の伝統と規模を

北 見 市
誇る「菊まつり」のほか、
収穫の秋に開催される「カ
レーライスマラソン」、焼
き肉のまち北見の冬の風
物詩として“しばれ”の
厳しい真冬に行う「厳寒
の焼き肉まつり」など、ユ
ニークな催しが注目を集
めているほか、国産第1
号の地ビール「オホーツ
クビール」や北見の美味
しい食材をふんだんに
使った「オホーツク北見
塩焼きそば」などは、全国の多くの方々に支持されている。
　多くのオリンピック選手を輩出し日本をリードしてきた
カーリングのまちとしても有名で、平成25年11月には
年間を通じて利用可能な「アドヴィックス常呂カーリング
ホール」がオープンし、地域の特色ある施設として地域
住民だけでなくトップ選手から観光客まで幅広く利用され
ている。

�
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

建
学
の
精
神
で
あ
る
「
開
拓
者
精
神
」

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
ご
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

に
、
今
後
の
10
年
、
20
年
、
30
年

先
に
し
っ
か
り
目
を
向
け
、
誰
も
が

安
心
し
て
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

ま
た
「
北
見
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」

と
思
え
る
笑
顔
ひ
ろ
が
る
元
気
で
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■�

青
少
年
の
育
成
に
か
け
る

　
夢
に
つ
い
て

　
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
や
青
少
年

の
育
成
は
今
後
の
地
域
発
展
に
は
不

可
欠
で
あ
り
、
学
業
だ
け
で
な
く
心

身
の
育
成
も
大
変
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
一
つ
の
事
例
と
し
て
、
昨
年

11
月
に
当
市
で
国
内
及
び
ア
ジ
ア
15

の
国
と
地
域
か
ら
多
く
の
青
少
年
の

参
加
の
も
と
「
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も

映
画
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
子

供
た
ち
主
体
で
の
取
り
組
み
や
国
内

外
の
多
く
の
仲
間
と
の
交
流
を
通
じ

た
中
で
、
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
こ
う
し
た

「
生
き
る
力
」
や
「
個
性
を
伸
ば
す
」

教
育
を
推
進
し
、
自
主
独
立
の
自
ら

考
え
、
自
ら
の
行
動
に
責
任
を
持
て

る
青
少
年
の
育
成
に
努
め
て
い
き
た

い
で
す
。

■�

北
見
市
長
と
し
て

　
8
万
人
を
超
え
る
卒
業
生
と

　
現
役
学
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　
大
学
生
活
で
の
体
験

は
人
生
に
お
い
て
大
変

貴
重
な
も
の
で
す
。
学

業
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

様
々
な
分
野
に
興
味
を

持
ち
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

悔
い
の
な
い
4
年
間
を

過
ご
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。
ま
た
、
卒
業

生
の
皆
さ
ん
も
含
め
て
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写真1　児童の危険行動調査 写真2　五月会（上浦研究室のOB・OGと新卒研生との交流会）

　私は17年前に日本貨物鉄道（JR貨物）から本学の工
学部へ赴任しました。現在は生命工学科が加わり4学科
になり全体として随分充実しましたが、当時は土木工学科、
建築学科、電子情報工学科の3学科で教員も教室も今よ
り少なく、教員と学生が非常に近い関係にあるとの印象で
した。また、私の年齢は中間ぐらいでしたので分からない
ことについて、どの先生も丁寧に教えてくれ、会社員から
畑違いの教員になったものにとって非常にありがたかった
ことを覚えています。
　山鼻校舎の近くに藻岩山があります。私が担当している
測量実習では藻岩山で2か月かけて測量を行います。毎回
全員が重い測量器械を携えて町中から山に上がっての実習
ですが、山鼻南小学校の前を通り下校時の児童と一緒にな
ることがあります。その縁で「地域の大学として通学時で
の児童の交通安全に大学の研究を役立ててみては」との話
がありました。当研究室では地図情報と生活情報をGISと
CADを組み合わせて、だれでも活用できる立体的・可視
的な情報ツールの研究を進めていましたので、この研究
テーマを応用することとしました。その後、校長や先生方
の転勤があっても継続してスクールゾーン実行員会のオブ
ザーバーとして参加し、研究成果として校区内の主な交差
点での注意事項と写真（夏と冬）を電子地図（GIS）に貼
り付けて提供しています。写真1は児童の集団下校に同行
して児童の危険行動を調査したものです。
　私の JR貨物時代は物流基地の地上整備を担当していま
した。1988年に供用が開始された青函トンネルのお蔭で
北海道と首都圏との物流は鉄道貨物の特性を発揮できる分
野です。しかし、大学へ赴任当初から青函トンネルは新幹
線によるもので貨物輸送は船舶へ移行すればよいとする風
潮が続いていました。そこで北海道の物流について、物流
を専門としている先生方の力を借りながら研究会を立ち上

げました。その後こ
の研究会では客観的
な議論ができるデー
タを提供するための
議論を重ね、その成
果を講演会や報告書
などを行ってきまし
た。そのなかで、北
海道の物流全体のう

研 究 室 の い ま

上浦　正樹
工学部社会環境工学科教授

■経　　歴	 �1976年　東京工業大学大学院工学研究科修士課程修了。
	 1996年　長岡技術科学大学　博士（工学）を取得。
	 1976年　�日本国有鉄道入社、1987年日本貨物鉄道株式会社　本社鉄道事業本部保全部長を経て

1997年より現職。
■所属学会	 �土木学会（舗装工学委員会委員長）、地盤工学会
■主な業績	 �（社会活動）JR北海道：再生推進会委員、道南いさりび鉄道：アドバイザリー会議委員長、
	 	 国土交通省：軌道構造基準委員会委員長、地域鉄道のあり方に関する検討会委員
	 （論　　文）「感圧紙を用いた小型 FWDによる路盤の変形係数推定法に関する研究」
	 	 　　土木学会論文集E1（舗装工学），Vol.71，No.3，2015年 12月
	 	 「小型 FWD用接地圧測定装置による地盤の変形係数評価」
	 	 　　土木学会論文集E1（舗装工学），Vol.70，No.3，2014年 12月

―担当科目
	 �学　部　�測量学Ⅰ、Ⅱ、測量実習、地盤工学、

卒業研究
	 大学院　�地盤工学特論、鉄道工学特論、
	 	 社会環境工学特別研究
	 	 地盤力学特別講義、建設工学特殊研究

ち農産物や生活物資に限定すると40％近く鉄道貨物に
よっていることや当研究室の学生と一緒になって青函トン
ネル内で貨物列車と新幹線が供用して走行するためのダイ
ヤについて検討し、これらの供用走行が可能であることを
示しました。今日では、北海道における貨物鉄道不要論の
ような極端な議論は大分少なくなりましたが、新幹線にお
ける青函トンネルの安全走行と到達時分短縮など鉄道貨物
が安全性の向上と高速化について解決策が求められていま
す。このような点についても検討を深めていく必要性を感
じています。
　最後に当研究室のOB・OGが最も多く参加している研
究テーマ「脱線を生じさせない線路保守」について述べた
いと思います。国鉄からJRへ移行する前後では採用され
た職員が極端に少なく、技術継承に支障が生じています。
そこで当研究室では、JRなどの若手社員でも容易に線路
の異常を察知できるように、卒論生をともに電算システム
を開発してきました。これは現在も続いていますが、この
テーマに携わったかまたは議論に加わった学生の多くがJR
などの鉄道系の会社に就職しています。その数は当研究室
の全卒業生の2割近くに達しています。毎年5月には、こ
れらの学生を含め当研究室の全卒業生と新たに卒論生と
なった新4年生との交流会を開いています（写真2）。発
足当初は卒業生から4年生へ上浦研究室の伝統や就職の
情報などを伝えて欲しいと思っていましたが、現在では卒
業の期を超えた交流が進み、結婚情報や異業種との情報
交換などで、この会の活用範囲が広がって来ています。
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に
は
日
本
球
界
で
左
腕
最
速
の
菊
池

雄
星
さ
ん
が
い
る
の
で
、
身
近
な
目

標
と
し
て
い
ろ
い
ろ
と
盗
ま
せ
て
も

ら
い
ま
す
（
笑
）。

─
今
後
の
予
定
は
？

　

12
月
11
日
に
は
本
契
約
と
入
団
発

表
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
自
主
練

習
で
宮
崎
に
行
き
、
一
緒
に
入
団
す

る
選
手
数
人
と
し
っ
か
り
体
を
動
か

し
て
か
ら
、
1
月
3
日
に
入
寮
。
1

月
7
日
か
ら
の
新
人
合
同
自
主
ト
レ

を
経
て
、
キ
ャ
ン
プ
に
臨
み
ま
す
。

─
こ
れ
か
ら
の
決
意
、
抱
負
を
。

　

こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た

方
々
に
は
、
本
当
に
感
謝
の
言
葉
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
僕
が
活
躍
し
な
い

こ
と
に
は
何
の
恩
返
し
も
で
き
な
い

の
で
、
ま
ず
は
し
っ
か
り
活
躍
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

身
近
な
目
標
と
し
て
は
、
1
年
目
か

ら
1
軍
に
上
が
っ
て
、
札
幌
ド
ー
ム

で
凱
旋
登
板
す
る
こ
と
。
先
を
見
す

え
た
目
標
と
し
て
は
、
息
の
長
い
選

手
に
な
っ
て
フ
ァ
ン
か
ら
愛
さ
れ
る

よ
う
に
、
全
力
を
尽
く
し
て
頑
張
り

ま
す
。

（
11
月
25
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

ラ
ー
が
僕
に
は
合
っ
て
い
ま
し
た
。

僕
は
全
国
大
会
に
一
度
も
行
け
な

か
っ
た
の
で
、
後
輩
に
は
な
ん
と
し

て
も
神
宮
に
行
っ
て
輝
い
て
ほ
し
い

し
、
強
い
学
園
の
時
代
を
取
り
戻
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

─
ど
ん
な
学
生
生
活
で
し
た
か
？

　

自
宅
か
ら
近
い
の
で
、
す
ご
く
通

い
や
す
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
2
部

が
あ
る
お
か
げ
で
部
活
に
し
っ
か
り

取
り
組
め
て
、
勉
強
も
両
立
で
き
ま

し
た
。
野
球
部
は
全
員
が
2
部
生
な

の
で
、
練
習
が
終
わ
っ
て
か
ら
み
ん

な
で
授
業
に
出
る
よ
う
に
し
て
い
ま

し
た
。
野
球
部
の
仲
間
と
一
緒
に
過

ご
す
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

本
当
に
い
い
仲
間
に
恵
ま
れ
、
毎
日

を
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
僕
は
、
北
海
高
校
か
ら
北
海
学

園
大
学
に
進
ん
だ
の
で
、
母
校
愛
も

人
一
倍
強
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
ナ
ッ
ク
ル
カ
ー
ブ
が
武
器
で
す

が
、ど
ん
な
投
手
を
目
指
し
ま
す
か
？

　

ナ
ッ
ク
ル
カ
ー
ブ
は
い
ち
ば
ん
自

信
が
あ
る
の
で
、
確
実
に
武
器
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
真
っ
す

ぐ
が
い
ち
ば
ん
重
要
。
い
ま
は

M
A
X
1
4
9
キ
ロ
で
す
が
、
体
を

つ
く
っ
て
い
け
ば
、
1
5
0
キ
ロ
台

も
出
せ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
他
の
球
種
も
練
習
し
て
い
る
の

で
、
キ
ャ
ン
プ
で
見
極
め
て
い
く
と

同
時
に
、
バ
ッ
タ
ー
と
の
駆
け
引
き

が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
ね
。
ド

ジ
ャ
ー
ス
の
ク
レ
イ
ト
ン
・
カ
ー

シ
ョ
ウ
は
あ
こ
が
れ
の
左
腕
。
西
武

─
ド
ラ
フ
ト
会
議
2
0
1
5
で

西
武
か
ら
の
2
位
指
名
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

自
分
で
は
、
中
位
か
ら
下
位
で
の

指
名
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
ま
さ

か
こ
ん
な
に
早
く
上
位
指
名
さ
れ
る

と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
6
球
団

か
ら
調
査
書
が
届
き
、
ス
カ
ウ
ト
の

方
に
も
何
人
か
お
会
い
し
、
ど
こ
か

の
球
団
か
ら
は
指
名
さ
れ
る
だ
ろ
う

と
い
う
感
触
は
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、

調
査
書
が
き
て
い
な
い
西
武
か
ら
の

指
名
で
（
笑
）、
ス
カ
ウ
ト
の
方
と

は
1
回
し
か
お
会
い
し
て
い
な
い
の

で
、
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム

メ
イ
ト
や
友
人
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し

た
が
、
西
武
か
ら
の
2
位
に
み
ん
な

驚
い
て
い
ま
し
た
。
両
親
か
ら
は
、

プ
ロ
に
入
っ
て
か
ら
が
勝
負
、
し
っ

か
り
頑
張
り
な
さ
い
と
激
励
さ
れ
ま

し
た
。

─
仮
契
約
を
す
ま
せ
、
い
よ
い
よ

で
す
ね
。

　

11
月
17
日
に
札
幌
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

で
仮
契
約
し
ま
し
た
。
球
団
か
ら
は
、

投
手
と
し
て
中
継
ぎ
、
抑
え
で
ゲ
ー
ム

を
締
め
て
ほ
し
い
と
い
う
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
僕
自
身
も
、
ペ
ー
ス
配
分
を

考
え
ず
、
短
い
イ
ニ
ン
グ
を
全
力
で
い
く

セ
ッ
ト
ア
ッ
パ
ー
の
方
が
性
格
的
に
合
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
経
験
が
あ

ま
り
な
い
の
で
無
理
を
さ
せ
ず
、
長
い

目
で
育
成
し
て
い
く
と
言
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
言
葉
に
甘
え
ず
、
し
っ

か
り
と
体
を
つ
く
り
、
1
年
目
か
ら
1

軍
で
投
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す

ね
。
本
当
に
、
こ
れ
だ
け
高
い
評
価
を

し
て
も
ら
っ
て
、
大
変
光

栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

─
学
園
大
初
の
プ
ロ

野
球
選
手
誕
生
で
す
が
。

　

特
に
意
識
は
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
、

学
園
大
で
も
プ
ロ
へ
の

夢
を
描
け
る
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
が
目
標
に
変

わ
る
。
そ
ん
な
契
機
に

な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。
初
の
プ
ロ
野
球
選

手
と
し
て
多
く
の
人
た
ち
の
期
待
を

背
負
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
プ

ロ
に
な
っ
た
と
い
う
だ
け
じ
ゃ
な

く
、
し
っ
か
り
活
躍
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
で
す
ね
。

─
大
学
で
の
ス
タ
ー
ト
は
外
野
手
。

い
つ
か
ら
ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
？

　

も
と
も
と
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
、
投

げ
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
の
で
す

が
、
高
校
1
年
の
と
き
に
肩
の
炎
症

で
一
旦
は
あ
き
ら
め
ま
し
た
。
で
も
、

高
校
2
年
の
と
き
に
は
肩
の
痛
み
も

な
く
な
っ
て
、
大
学
で
は
積
極
的
に

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
や
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
、
監
督
か
ら
投
げ

て
み
る
か
と
い
わ
れ
て
、
二
刀
流
に

挑
む
こ
と
に
な
り
、
先
発
、
中
継
ぎ
、

抑
え
と
す
べ
て
経
験
し
ま
し
た
。
1

年
の
と
き
に
2
部
秋
季
リ
ー
グ
で
優

勝
、
1
部
昇
格
を
し
て
、
2
年
の
と

き
は
優
勝
争
い
を
し
た
の
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
2
位
。
そ
れ
以
降
は

チ
ー
ム
成
績
も
振
る
わ
ず
、
3
位
か

4
位
。
全
国
大
会
に
行
け
な
か
っ
た

の
が
残
念
で
す
。
個
人
的
に
は
、
野

手
と
し
て
は
ま
ず
ま
ず
の
成
績
は
残

せ
ま
し
た
が
、
投
手
と
し
て
の
実
戦

登
板
は
1
年
く
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
今
年
は
故
障
が
相
次
い
で
、
ま

と
も
に
試
合
に
は
出
ら
れ
ず
、
悔
い

が
残
り
ま
す
ね
。
二
刀
流
は
、
野
手

だ
け
、
投
手
だ
け
よ
り
楽
し
み
は
多

い
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
や
は
り

大
変
で
し
た
。
日
本
ハ
ム
の
大
谷
選

手
の
よ
う
に
プ
ロ
で
や
る
の
は
、
到

底
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
で
す
ね
。

僕
が
登
板
す
る
と
き
は
、
D
H
を
は

ず
し
て
4
番
を
打
た
せ
て
も
ら
い
、

途
中
降
板
し
て
も
そ
の
ま
ま
4
番
で

外
野
を
守
る
と
い
う
高
校
野
球
の
よ

う
な
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
の
で
、
や
り

が
い
も
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

─
野
球
部
は
ど
ん
な
チ
ー
ム
で
し

た
か
？

　

個
人
を
尊
重
し
、
自
分
た
ち
で
考

え
て
練
習
す
る
と
い
う
チ
ー
ム
カ

西
武
か
ら
の
2
位
指
名
に
ビ
ッ
ク
リ
！

学
園
初
の
プ
ロ
と
し
て
、
息
の
長
い
選
手
に
!!

現
役
学
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

北
海
学
園
大
学
硬
式
野
球
部

　川
越
　誠
司
さ
ん
（
経
済
学
部
地
域
経
済
学
科
4
年
）

西武からの指名後、仲間達に祝福される川越さん
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　平成 27年度の全国支部長会議が、10月 24日（土）12時より
札幌パークホテルで開催され、全国 42支部から支部長と支部長代
理が出席し、同窓会役員と支部の現況等について意見交換がなさ
れました。また、木村和範学長より「大学の現況」についての報告、
経済学部 古林英一教授の出前講義「北海道の馬と馬産」について
の講演が行われました。

平成 27年度

全国支部長会議

第76号 平成28年3月15日（12）豊　平　會　報

旭日雙光章受章
　花井　紀明　氏（昭和 38年経済学部卒）
瑞宝単光章受章
　小泉　清彦　氏（昭和 42年経済学部卒）

平成27年秋の叙勲

会 員だより
　川股　修二　氏（昭和 58年経済学部卒）
著書、『税理士制度と納税環境制度』（平成 26年 11月
北海道大学出版会刊）

JRA文化賞受賞
　河﨑　秋子　氏（平成 14年経済学部卒）
著書、『颶風の王』（平成 27年 7月 KADOKAWA刊）

日税研究賞奨励賞受賞

役　　員 支 部 名 氏　名 支 部 名 氏　名

副 会 長 空知支部 安藤　雄一 北門会 後藤　　哲

名塩良一郎 苫小牧支部 森　　幹弘 帯広信用金庫支部 松井　浩行

関　　　寛 釧路支部 花井　紀明 ゆうほう会 板垣　俊夫

宮本　雅次 北見支部 代理　古山　康弘 静内支部 増本　裕治

事務局長 根室支部 端　　明彦 関西支部 澤　　定夫

髙田　哲也 自衛隊支部 浅田　哲治 伊藤組土建支部 山下　斉之

常任幹事 札幌東区支部 佐藤　寿一 千歳支部 石塚　雅樹

杉山　隆俊 豊陽会 小林　憲雄 東園会 大庭　雄一

大澤　定雄 北海学園大学支部 堀内　　彰 応援団OB尚志会 代理　桑山　和夫

村口　康博 東京支部首都圏会 岩井　久則 会計学友会 照井　俊夫

成田眞利子 道南支部 福田　和夫 写真部OB会 成田　民治

須田　勝一 旭川支部 齋藤　昂一 サッカー部OB会 阿波　昭則

山本　秀康 つうけん支部 代理　白崎　　智 岩見沢市役所支部 瀬尾　裕明

津島　　慧 小樽支部 金澤　　治 山岳部OB会 山際　廣昭

濱川　俊久 岩田地崎建設支部 三好　　修リコージャパン支部 富澤　　学

常任監事 北広島市役所支部 櫻井　芳信 札幌南区支部 五味川博都志

高岡　昌和 稚内支部 高坂　国隆 ※経三期会 宮崎　文彦

横谷　貞夫 江別市役所支部 代理　東　　嘉一 ※経五期会 藤野　直也

木端会 白鳥　健志 ※経六期会 代理　桑山　博年

北杜会 工藤　一幸 ※経八期会 田中　　眞

北翔会 工藤　康雅 ※蝸牛会 木津谷士朗

※準支部



務局のご支援を戴き、髙田哲也同窓会事務局長をお招
きし「根室支部総会」を開催する事になりました。
　髙田哲也事務局長から大学の近況や学生の動向等に
ついて報告をいただき、懇親会・各自の自己紹介仲間
との連携・ゼミナー等、和気あいあいの会でもあり「学
生時代にタイムスリップ」した一時でした。
　また、参加者は、50代から 70代までの幅広い年齢
層で、今後の根室支部の運営についても創意工夫が必
要とされると実感しました。
　本年度の支部総会は、例年より時期を早めて 10 月
17 日に中標津町内のホテルに於いて開催しました。
　参加者は 8
名と、少し寂
しかったので
すが、女性会
員 3名の参加
を得て、少人
数ながら華や
いだ雰囲気の
中それぞれの
時代の思い出
や各自の近況
報 告 等 を 行
い、親睦を深
めました。
　 ま た 今 回
は、小説『颶
風の王』で「三
浦綾子文学賞」を受賞しました、本学経済学部を卒業
し、現在は根室管内別海町で羊飼いをしながら作家活
動をしている河﨑秋子さんを迎えて、受賞記念祝賀会
も兼ねての総会となりました。
　河﨑さんが、今年度のホームカミングデーにゲスト
として、久しぶりに学園キャンパスを訪れた際の様子
等の話や、小説を出版するに当たってのちょっとした
裏話などで、大いに盛り上がり、結局、予定時間を 1
時間以上オーバーしての閉会となりました。

▶支部のこれから
　北海学園大学同窓会創立 60周年（2014 年）を迎え、
多くの同窓会員の仲間が増える中、今後の活動がどう
あるべきか、問われる所でもあります。
　また、戦後 70年を迎え『少子高齢化社会』。長引く
『経済不況・政治・経済・社会・国際間の関係悪化・地
球環境』等の諸問題等々、道東地区の田舎の支部にも
何らかの関わりのある所です。
　これからも、母校『北海学園大学』の発展を目指し、
新しい仲間を多く迎え熟年OBパワーの経験と豊富な
知識を基に『老若男女』の英知を結集し 60 周年から
100 周年を目指し『私立大学のユニークな発想の展開』
を邁進することを誓い合いたいものです。（文責・石田）

▶あゆみ
　根室支部は、道東地区 1市 4町（根室市・別海町・
中標津町・標津町・羅臼町）東西約 300km。
　昭和 40 年頃から 60 年頃にかけて、日本は戦後復
興で『日本列島改造論』（日本の高度経済成長期）・東
京オリンピック開催。第一次産業（農林水産業）第二
次産業（商工鉱業）第三次（化学・サービス・観光業）
更に、元総理の田中角栄氏の政治手腕による「所得倍
増計画・インフラ等」環太平洋ベルト地帯が大動脈と
なりました。
　道東でも中学生が「金の卵」高校卒が「中堅職」。大
学卒が「管理職・エリート職」等となり職種も拡大し
ました。
　また、公立・私立学校の教職員・支庁職員・役場職員・
各種団体職員・会社・個人経営者等、多くの卒業生を
輩出しました。
　近隣の仲間が連絡を取り合い飲食などを通して「不
定期な会合」を開いていました。初代会長の田村悦郎、
事務局長の石田和仁が中心となり定期同窓会を開く準
備を進め道東地区には、学園大の卒業生がまだまだ多
くおられるとの情報もあり、同窓会への参加を呼び掛
け、会員同士の情報交換や学園大卒の絆を深め輪の拡
大に努め今日に至っております。

▶開催準備会
　2011年 11月中標津
町の温泉ホテルで、1
市 4 町の仲間に呼び掛
けをし、総会開催準備
会を設立しました。

▶支部総会
　2012 年 10 月 26 日
北海学園大学同窓会事

支部紹介 根室支部 北海学園大学同窓会「豊平会」の
各支部を紹介します。
1982（昭和 57）年に支部となった
地域支部です。

創立：昭和 57年

〈会　長〉
端　　明彦（はた　あきひこ）

　昭45年卒　経済学部経済学科
　中標津町　端木工場会社社長

〈顧　問〉
田村　悦郎（たむら　えつろう）

　昭35年卒　経済学部経済学科

〈事務局長〉
石田　和仁（いしだ　かずひと）

　昭40年卒　経済学部経済学科

会員数：34名
連絡先：〒086-1006
	 中標津町東6条南8丁目18番地
	 TEL．0153-72-9292

端　明彦　支部長

総会開催準備会

支部総会・受賞祝賀会

支部総会
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ゆうほう会

東京支部首都圏会

岩田地崎建設支部

平成28年度支部総会開催予定（上半期：平成28年4月～ 9月）
支部総会（予定） 場　所 連絡先

4月 苫小牧支部（4/16） グランドホテルニュー
王子

事務局長　　谷口　孝朗
TEL：090-8899-4434

写真部OB会（4/16）ホ テ ル サ ン ル ー ト
ニュー札幌

会　　長　　成田　民治
TEL：011-611-7600

サ ッ カ ー 部 OB 会
（4/16）

KKRホテル札幌 会　　長　　阿波　昭則
TEL：090-6994-9069

グリークラブ OB会
（4/23）

ホテルノースシティ 会　　長　　沖本　英昭
TEL：090-6445-9187

山岳部OB会（4/23）札幌市民ホール 事 務 局　　戸田　　康
TEL：080-1896-5424

自衛隊支部（4/24） ホテルライフォート札幌 支 部 長　　浅田　哲治
TEL：090-8274-0745

5月 蝸牛会（5/22） ホテル鹿の湯 会　　長　　木津谷士朗
TEL：011-683-2727

北海学園大学支部
（5/24）

北海学園大学 幹 事 長　　高橋　律裕
TEL：011-841-1161

帯広信用金庫支部
（5/28）

十勝川国際ホテル筒井 幹 事 長　　小林　文寛
TEL：0155-23-4108

札幌南区支部（5/28）つぼ八真駒内上町店 事務局長　　後平　邦彰
TEL：011-571-0510

岩見沢市役所支部
（5/中）

未定 副幹事長　　高瀬　正浩
TEL：0126-23-4111（内線442）

小樽支部 未定 事務局長　　島口　利一
TEL：0134-54-8018

千歳支部 ベルクラシックリアン
平安閣

支 部 長　　石塚　雅樹
TEL：090-8896-8753

6月 経五期会（6/1） 札幌東急REI ホテル 事務局長　　中川　正昭
TEL：011-857-5588

H27   9.12 経三期会
  9.27 ゆうほう会
10.16 東京支部首都圏会
10.16 岩田地崎建設支部
10.17 根室支部
10.24 会計学友会
10.24 経八期会
11.27 旭川支部

H28   1.  7 豊陽会
  1.  7 北門会
  2.  6 応援団OB尚志会
  2.19 木端会
  2.20 北杜会

支部総会開催報告
（平成 27年 9月以降）

◆　◆　◆　◆　◆　◆　　　支部だより　　　◆　◆　◆　◆　◆　◆

支部総会（予定） 場　所 連絡先
6月 静内支部（6/3） ホテルローレル 幹 事 長　　本庄　康浩

TEL：0146-43-2111
経六期会（6/6） 未定 会　　長　　桑山　博年

TEL：090-3396-4247
関西支部（6/11） がんこ阪急東通り店 支 部 長　　澤　　定夫

TEL：0797-32-4601
北翔会 未定 事務局長　　伊藤　慶司

TEL：011-562-3066
7月 釧路支部（7/1） 釧路プリンスホテル 幹 事 長　　齋藤　孝俊

TEL：0154-23-5151
道南支部（7/1） ル・クリマ函館 幹　　事　　堀内　博志

TEL：0138-56-2233
札幌東区支部 未定 支 部 長　　佐藤　寿一

TEL：011-573-2322
札幌市役所支部 札幌サンプラザ 幹 事 長　　神山　明弘

TEL：011-211-7016
つうけん支部 未定 幹 事 長　　白崎　　智

TEL：011-299-4900
岩田地崎建設支部 未定 事務局長　　行方　和夫

TEL：070-6940-4522
東園会 札幌東急REI ホテル 会　　長　　大庭　雄一

E-mail：yuichi_ooba@jotetsu.co.jp
9月 経三期会（9/3） ホテルノースシティ 会　　長　　宮崎　文彦

TEL：090-9526-6163
ゆうほう会（9/15） 札幌全日空ホテル 総　　務　　村口　康博

TEL：011-884-3894
稚内支部 旅館いわ木 幹 事 長　　吉田　孝史

TEL：0162-22-2379

根室支部

会計学友会

旭川支部

豊陽会

応援団OB尚志会

北杜会木端会

経三期会 経八期会
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◆支部長交替
ゆうほう会
関 寛 氏　⇒　板垣 俊夫 氏（昭和 46 年法学部卒業）� 平成 27 年 9 月27日付
経六期会
中平 治 氏　⇒　桑山 博年 氏（昭和 34 年経済部卒業）�平成 27 年 12 月7日付

◆評議員交替（卒業期）
昭和29年経済
小野 道男 氏　⇒　藤原 悦三 氏　平成 27 年 12 月16日付

◆訃報
吉村　正十郎　氏

昭和 30 年経済学部卒業　同窓会幹事・監事・参与（昭和 30 年～平成 27 年）
平成 27 年 9 月 11 日逝去（94 歳）

中平　　治　氏
昭和 36 年経済学部卒業　同窓会評議員（昭和 54 年～ 57 年）
同窓会経六期会会長（平成元年～ 27 年）
平成 27 年 10 月 9 日逝去（80 歳）

谷　　吉雄　氏　名誉教授
平成 28 年 1 月 1 日逝去（76 歳）

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

「水郷公園の水車」（弟子屈）
中村　保忠　作

プロフィール：経済学部経済学科　昭和41年卒業
奈良芸術短期大学 洋画コース卒業

奈良市在住

vol.6

北海学園大学同窓会
〒062-8605　札幌市豊平区旭町 4 丁目 1-40
TEL：011-841-1161（内線 1148）　FAX：011-816-1001
E-Mail：doso.hgu@k8.dion.ne.jp
ホームページ：http://www.hgu-dousoukai.org/

住所等変更届けのお願い
会員の皆様に、お名前、ご住所、勤
務先等に変更が生じた場合は、お手
数でも FAX・ホームページ、または
同封の「住所等変更届ハガキ」にて
同窓会事務局までお知らせ下さいます
ようお願いいたします。個人情報は同
窓会活動以外には使用いたしません。

事務局からのお知らせ

クラブ・サークル活動通信 卒業生、サークルOB・OGの皆さん、
応援よろしくお願いします！

【軟式野球部】主将　菅原　康太　人文学部英米文化学科 3 年

　北海学園大学軟式野球は、現在 1 年生から 4 年生合わせて総数 60 名以上の
部員で活動しています。個性豊かな部員が集まっており、週 5 ～ 6 回練習して
います。毎年行われる春季大会と秋季大会に向けて日々活動しております。昨
年度は全国大会に行けなく部員一同悔しい思いをしました。それから日々練習
を繰り返し、北海道大学軟式秋季大会を全勝 1 位で終え、東日本大学軟式選手

権大会の切符を手に入れました。全国大会は負
けてしまいましたが、部員全員で大学生活の想
い出を作ることができました。後輩にも軟式野球部らしさを前面に出してもらい、全国大会に出場し
てもらいたい気持ちで一杯です。
　北海学園大学軟式野球部にはこれから全国の強豪として名を轟かせられるように、これからも日々
努力を怠らずにチーム全体として精進していきたいと思っています。周りの方々の支えや OB の先輩
方へ感謝の心を忘れず頑張っていきますので、これからも応援宜しくお願いします。

【フリーフォームレスジャズオーケストラ】
会長　本多　将啓　人文学部日本文化学科　3 年
　みなさんこんにちは。北海学園大学のビッグバンドサークル、フリーフォームレスジャズオーケス
トラです。しかし、ビッグバンドと聞いてピンと来る人はちょっと少ないかもしれません。簡単に説
明しますと、トランペット 4 人、トロンボーン 4 人、サックスセクション 5 人。それに、ベース、ピ
アノ、ギター、ドラムなどの楽器が加わり、通常 17 名で編成されるジャズバンドのことをビッグバ
ンドと呼びます。日本でも 60 ～ 70 年代では、歌番組のバックバンドと言えば必ずと言っていいほど
ビッグバンドが演奏していましたが、最近では見かける機会が少なくなってしまったかもしれません。
　私どもの活動は、いろいろな大学の学校祭へ赴いての演奏活動などが主なのですが、去る 10 月 24
日に札幌パークホテルにて行われました、学園大同窓会豊平会の「同窓の夕べ」にお招きいただき、
ご来場いただいた諸先輩方の前で演奏させていただく機会を得ました。この「同窓の夕べ」には、一
昨年も我々は出演させていただいたのですが、教授や卒業生の皆さまを前に演奏する同窓会のステー
ジは、他にはない緊張感を抱きながら演奏しています。
　このように様々な場面で演奏の機会を頂けるのは、偏に我々の活動にご理解、ご協力をしてくださる OB・OG の先輩方や、周囲の皆様の
お陰です。そうした皆様への感謝の思いを大切にしつつ、我々も努力していきたいと思います。今後とも応援の程よろしくお願いいたします。

平成28年度　行事予定

6 月 評議員会（6/24）

10 月 ホームカミングデー（10/8）

全国支部長会議（10/29）

同窓の夕べ（10/29）
（総会・懇親会）

3 月 卒業祝賀会（3/20）

夏の合宿でペンションのオーナーご夫妻と
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